
NGO・NPOの環境保全活動を支援します。
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「
グ
リ
ー
ン
エ
コ
ノ
ミ
ー
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お
手
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が

日
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に
あ
っ
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。
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買取可能商品

本・CDコース

コミック
＆書籍 CD DVD ゲームソフト

30点から買取 ブランド・ホームコース

ブランド品 携帯電話ブランド時計 フィギュア
＆ドール

金・プラチナ
＆宝石 楽器

1点から買取

デジタル家電
＆カメラ

ゴルフクラブ
＆釣り具

宅配買取サービスのご利用方法

詰めて
査定額にOKなら
すぐ入金

宅急便
でお引取り

詰めて 渡して すぐ入金

買取代金の中から、
ちょっと地球にいいこと
エコ募金

送料
無料 BANK

エコ募金（任意）

詳しくは、ホームページをご参照ください。http://www.erca.go.jp/jfge/

お申し込み（ネットオフ株式会社）　http://www.ebookoff.co.jp/smile/　電話0120-39-0202

14ページの「ご寄付口座の
ご案内」をご参照の上、お振
込みください。

銀行からの
お振込2

全国のファミリーマートに設
置されているマルチメディア
端末「Famiポート」から地球
環境基金にご寄付いただけ
ます。

全国の
Famiポートから3

ご家庭や職場等でご不要に
なった本やCD等をブックオ
フオンラインに買い取ってい
ただき、その買取金額が地
球環境基金に寄付されます。

ご不要になった
本やCDを通して4

VISA、Masterのクレジット
カードをお持ちの方は、地球
環境基金のホームページか
らご寄付いただけます。

オンラインで
決済5

セゾンカード／UCカードの
「永久不滅ポイント」を通し
てご寄付いただけます。

クレジットカードの
ポイントを利用して6

送料無料の宅配買取にエコ
募金を組み合わせた「スマ
イル・エコ・プログラム」。
買取１件につき、ネットオフ
株式会社の負担により一定
の金額が地球環境基金に寄
付される仕組みです。また、
買取代金から任意の金額を
地球環境基金にご寄付いた
だけます。

エコとリサイクルを
お手伝い

スマイル・エコ・プログラム1
ご寄付のお願い 地球環境基金への寄付を通して、環境NGO・NPO活動をご支援ください。

33号ではリオ＋20を特集し、廣
野良吉先生や野中ともよさんを
取材しました。日本だからできる
こと、日本のパワーをお伝えでき
ていればと思います。また、33
号・34号では地球環境基金の事
業の一つである研修講座をご紹
介します。33号では海外派遣研
修を紹介しています。

編 集 後 記

環境再生保全機構は、国の出資金と民間からの寄付金により「地球環境基金」を設け、その運用益と国からの運営費交付金により、
国内外の民間団体（NGO・NPO）が行う環境保全活動に資金の助成等を行っています。

地
球
環
境
基
金
と
は

国

国民・企業
等

国内民間団体による開発途上地域の
環境保全のための活動

海外民間団体による開発途上地域の
環境保全のための活動

国内民間団体による国内の
環境保全のための活動

民間の環境保全活動の振興に必要な
調査研究、情報の提供、研修

出資

寄付

運用益

独立行政法人
環境再生保全機構

地球環境基金
約141億円

助
成
事
業

振
興
事
業運営委員会

諮問 助言

運営費交付金

イベント情報
環境再生保全機構は、去る６月２日・３日の
両日、代々木公園で開催された「エコライ
フ・フェア2012」に出展し、本年も来場さ
れた多くの方々に「エコアイディア」を書
いていただきました。また、８月８日・９日の
両日は「子ども霞ヶ関見学デー」に出展。こ
ちらでもエコアイディアコンテストを実施
し、多くの子ども達がエコアイディアを提
案してくれました。

エコアイディアを吊るしたツリーの前で
（エコライフ・フェア2012）

エコアイディアでいっぱいの「エコの木」
（子ども霞ヶ関見学デー）

独立行政法人環境再生保全機構

2012.6.20-6

.2
2

R
IO

 D

E JANEIRO

RIO+20

特集
国連持続可能な開発会議
リオ＋20における
日本のNGO・NPO活動



6月20～22日の3日間、ブラジルのリオデジャネイロにおいて、世界191
の国と地域から約3万人の参加を得て開催された「国連持続可能な開発会
議（リオ＋20）」。日本からも玄葉光一郎外務大臣を代表とする日本政府団
130名をはじめ、企業やNGO・NPO関係者など大勢が参加しました。本号
では、特集として野中ともよさんへのインタビュー、そしてリオ＋20に参加
したNGO・NPOの皆さんの声をレポートします。

3 2

Contents特集
国連持続可能な開発会議リオ＋20における

日本のNGO・NPO活動

すべての「いのち」あるもののために
つながりましょう！

20世紀の高度成長から、21世紀の地球との共生へ。その途上で、東日本大震災を経験した日本。
日本は世界に何を伝えるべきなのか、そして私たち一人ひとりができることとは？
　ジャーナリストで、NPO法人ガイア・イニシアティブ代表の野中ともよさんに、
リオ＋20の評価ならびに日本の進むべき方向について、お話を伺いました。

巻頭インタビュー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2

野中ともよさん
ジャーナリスト、NPO法人ガイア・イニシアティブ 代表
解説・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6
リオ＋20の成果とその将来
廣野良吉先生
成蹊大学名誉教授、一般社団法人環境パートナーシップ会議 代表理事

活動レポート・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8
参加したNGO・NPO、そして企業の皆さんから
Partner's Talk／助成団体レポート・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10
全国高校生エコ・アクション・プロジェクト実行委員会

NGO・NPOサポートプログラム紹介・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12
研修講座 海外派遣研修編

地球環境基金のサポーター・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14
地球環境基金をご支援くださった方々

Interview

【表紙写真】
石川県能登半島
「白米の千枚田」
2011年６月、国連食糧農業機関
（FAO）により先進国では初めて、「能
登の里山里海」と「トキと共生する佐渡
の里山」が世界農業遺産（GIAHS）に認
定されました。リオ＋20のテーマである
「グリーンエコノミー」の今後の推進を
図る上で、そのモデルの一つとして世界
に誇れるものです。

　

国
際
会
議
の
準
備
は
、
関
係
省
庁
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
て
取
り
組
む
べ
き
内
容

を
ま
と
め
、
そ
れ
を
受
け
て
関
係
す
る
財
団

な
ど
の
公
益
法
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
動
き
出
す
と

い
う
の
が
一
般
的
で
す
。
し
か
し
、
今
回
の

リ
オ
＋
20
に
向
け
た
準
備
は
こ
れ
ま
で
の
よ

う
な
省
庁
の
縦
割
り
で
は
な
く
、
金
融
庁
か

ら
京
都
大
学
経
済
研
究
所
に
出
向
中
の
佐
藤

正
弘
さ
ん
や
環
境
省
の
福
嶋
慶
三
さ
ん
ら
若

手
官
僚
が
「
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
を
作
り
ま

し
ょ
う
」
と
発
案
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
こ

に
ワ
ー
ル
ド
シ
フ
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ジ
ャ

パ
ン
の
谷
崎
テ
ト
ラ
さ
ん
ら
有
志
が
参
加

し
、U

stream

を
使
っ
た
ダ
イ
ア
ロ
グ
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
ち
ょ
う

ど
１
年
半
ぐ
ら
い
前
に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
１
年
間
、リ
オ
＋
20
に
向
け
て
、

様
々
な
セ
ミ
ナ
ー
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
日
本

各
地
で
の
ダ
イ
ア
ロ
グ
（
対
話
）
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

つ
が
、
日
本
の
声
を
世
界
に
届
け
る
「T

he 

F
uture W

e W
ant̶

Japan V
O
IC
E
S

」

で
す
。
私
も
出
演
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

地
球
環
境
基
金
の
支
援
に
よ
り
、
ウ
ェ
ブ
や

電
子
書
籍
、
ム
ー
ビ
ー
と
な
っ
て
、
世
界
に

発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
、
私
の
事
務
所
は
南
青
山
に
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
こ
に
若
い
人
た
ち
が
集
ま
り
、

連
日
連
夜
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
っ
て
い

ま
し
た
。
皆
本
当
に
熱
心
で
、
身
も
心
も
地

球
サ
ミ
ッ
ト
に
捧
げ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
に
は
、
寝
食
も
忘
れ
て
「
熱

く
」「
惚
れ
る
」
人
が
い
な
い
と
前
に
進
ん

で
い
か
な
い
ん
で
す
。
私
は
そ
れ
を
縮
め
て

「
ア
ホ
」の
力
と
呼
ん
で
い
る
ん
で
す
が（
笑
）。

リオ＋20特
集

日
本
の
想
い
を
世
界
に
向
け
て
発
信
し
ま
し
ょ
う
。

リ
オ
＋
20
に
向
け
て

私
が
見
た
準
備
の
舞
台
裏

　

今
回
の
リ
オ
＋
20
は
、
私
に
と
っ
て
あ
ま

り
満
足
の
い
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
国
際
会
議
と
聞
く
と
、
何
だ
か
ス
ゴ
イ

こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
し
、
国
連
に
つ
い
て

も
世
界
政
府
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

い
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

残
念
な
が
ら
、
国
連
に
そ
れ
ほ
ど
パ
ワ
ー
が

あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
共
通
の
課

題
を
議
論
す
る
場
、
つ
ま
り
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
と

て
も
重
要
で
す
。
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
ど
う
利
用
す
る
か
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
地
球
人
の
自
覚
に
か
か
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

リ
オ
＋
20
開
催
に
あ
た
り
、
日
本
は
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
っ
て
「
こ
う
い
う
地
球
サ

ミ
ッ
ト
に
し
よ
う
」
と
い
う
意
見
を
言
う
べ

き
だ
っ
た
し
、
ま
た
、
政
府
も
「
持
続
可
能

な
開
発
」
の
実
現
の
た
め
に
強
力
に
コ
ミ
ッ

ト
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
良
か
っ
た
の
で
す

が…
…

。
と
い
う
の
も
、
日
本
が
３
・
11
を

経
験
し
た
国
だ
か
ら
で
す
。

　

あ
の
大
地
震
も
「
マ
ザ
ー
ア
ー
ス
・
地
球
」

か
ら
す
れ
ば
、
ち
ょ
っ
と
寒
気
が
し
て
ブ

ル
っ
と
身
震
い
し
た
ぐ
ら
い
の
こ
と
で
し
ょ

う
。
そ
れ
だ
け
で
、
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
の

被
害
を
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら

分
か
っ
た
こ
と
は
、
私
た
ち
は
生
き
て
い
る

３・11
の
国
だ
か
ら
こ
そ
発
信
で
き
る

「
生
か
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
文
化

※

※

詳
細
は
、「
地
球
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
２
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

（http://w
w
w
.earthsum

m
it2
0
1
2
.jp/

）

表紙写真：アフロ（白米の千枚田）、Climate Youth Japan（リオ＋20に参加した若者たち）



ソーラーランタンプロジェクトで届けられたランタンに集まる子どもたち
（プロジェクトについては左記コラム参照）
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リオ＋20特
集

東北へ届ける苗木を集めたメッセージツリー「いのちの木」の前で
（「いのちの森2012」にて）

「Japan VOICES」でメッセージを述べる野中さん。
本ムービーはリオ＋20のジャパンパビリオンでも放映された

地球サミット1年前イベント「WorldShift Forum 2011̶シフトを、日本から。̶ 」において
トークする、野中さんとワールドシフト・ネットワーク・ジャパンの谷崎テトラさん

3.11は今までの生き方に対する
ウェイクアップ・コール。

野中ともよさんが関わる
環境プロジェクト

野中ともよさんの
プロフィール

「いのち」のために、今こそ日本の技術と叡智を。

ソーラーランタンプロジェクト
インドの無電化村に太陽光充電式ラ
ンタンを普及させるプロジェクト。ま
ず、村の中心にソーラーパネルを備え
付けた充電ステーションを設営。ここ
で充電したランタンを村民に貸し出
す。ランタンは、夜、子どもが宿題をし
たり、女性が家事や手仕事をするのに
役立っており、これまでに34村・
1,700個のランタンが届けられた
（2012年6月28日現在）。
http://www.gaiainitiative.org/ga
ia_village/

＋1の森プロジェクト
長野県の木曽地方にある王滝村と
パートナー協定を結び、2,600haの
村有林内で森林整備を行うプロジェク
ト。下草刈りや間伐など、大学生を中
心に構成されたガイアユースが企画
する「王滝村＋1の森ツアー」や、小中
学生を対象に行われる「王滝村こども
キャンプ」などを通じ、村の人々との交
流を深めている。
http://www.gaiainitiative.org/fo
rest/

アースデイいのちの森
東京のど真ん中にありながら、オオタ
カなど約50種の野鳥をはじめ、多種
多様な生物が棲息する「明治神宮の
森」。ここを舞台に、環境フェスティバ
ル「アースデイ東京」と同時に開催さ
れるイベント。音楽やダンス、雅楽・神
楽の演奏、トークショーなど、「いの
ち」への感謝と美しい自然とともに生
きる喜びを分かち合うためのプログラ
ムが2日間にわたり繰り広げられる。
http://www.inochinomori.net/

NHK、テレビ東京等で番組キャスタ
ーとして活躍後、2001年より日興フ
ィナンシャル・インテリジェンス理事
長、アサヒビール社外取締役、三洋電
機社外取締役などを務める。05年7
月～07年3月三洋電機代表取締役会
長。また、財政制度審議会、法制審議
会、中央教育審議会など政府審議会
委員も歴任。07年8月、NPO法人ガ
イア・イニシアティブを設立、代表を務
める。

の
で
は
な
く
、
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
。
３
・
11
は
、
私
た
ち
が
自
然
の
懐
、
掌

の
中
で
生
か
さ
れ
て
い
る
存
在
に
す
ぎ
な
い

と
い
う
こ
と
を
気
付
か
せ
る
、
ウ
ェ
イ
ク

ア
ッ
プ
・
コ
ー
ル
（
目
覚
め
よ
と
い
う
呼
び

か
け
）
だ
っ
た
と
思
う
の
で
す
。

　
「
ど
ん
な
経
済
大
国
に
な
っ
た
と
し
て

も
、
地
震
や
津
波
は
防
げ
ま
せ
ん
。
最
先

端
だ
と
信
じ
て
い
た
原
子
力
で
多
く
の
い

の
ち
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
日
本
は
経
験
し
た

の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
地
球
と
い
う
限

ら
れ
た
資
源
の
中
で
生
か
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
、
も
う
一
度
目
覚
め
ま
し
ょ
う
。
日

本
で
は
、
木
や
風
の
中
に
も
神
様
が
い
る

し
、
道
端
の
小
さ
な
花
に
も
い
の
ち
が
宿

る
と
い
う
『
生
か
さ
れ
て
い
る
』
こ
と
を

人
々
が
信
じ
ら
れ
る
伝
統
文
化
が
あ
り
ま

す
」
と
い
っ
た
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
演

説
を
日
本
政
府
に
は
期
待
し
て
い
た
の
で

す
が…

…

。

　

も
う
一
つ
、
残
念
だ
っ
た
こ
と
は
リ
オ
＋

20
が
一
般
市
民
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
に
積
極
的
に
報
道
し
て
ほ
し
か
っ
た

の
で
す
が
、
あ
ま
り
大
き
く
取
り
上
げ
て
も

ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
例
え
ば
、
期
間
中
、

新
聞
の
３
面
に
囲
み
で
「
今
日
の
リ
オ
」
と

か
「
私
も
行
き
ま
し
た
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
載
せ
た
ら
、

一
般
の
人
に
も
も
っ
と
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
け
た
の
で
は
な
い
か
、
な
ど
で
す
ね
。

　

３
・
11
と
い
う
ウ
ェ
イ
ク
ア
ッ
プ
・
コ
ー

ル
で
、
気
付
か
さ
れ
た
こ
と
が
２
つ
あ
る
と

思
い
ま
す
。
一
つ
は
先
程
お
話
し
た
、
私
た

ち
は
生
か
さ
れ
て
い
る
存
在
で
し
か
な
い
、

と
い
う
こ
と
。
そ
れ
を
環
境
と
い
う
言
葉
で

言
う
な
ら
、
環
境
＝
大
地
の
懐
＝
地
球
の
営

み
、
こ
れ
は
人
知
を
超
え
た
も
の
で
す
。

　

西
洋
で
言
う
自
然
と
は
、
向
き
合
っ
て

克
服
し
、征
服
す
る
存
在
。
カ
ル
チ
ャ
ー（
文

化
）
が
、
カ
ル
テ
ィ
ベ
ー
ト
（
耕
す
）
と

い
う
言
葉
に
由
来
す
る
よ
う
に
、
森
を
拓

い
て
開
墾
す
る
こ
と
が
文
化
で
あ
り
、
文

明
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
私
た
ち

は
、
自
然
に
対
す
る
畏
敬
の
念
を
先
祖
代
々

受
け
継
い
で
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
感
覚

を
私
た
ち
は
都
市
生
活
の
中
で
は
忘
れ
か

け
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

都
市
生
活
で
は
「
お
金
」
が
価
値
の
規
準

と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。経
済
成
長
率
、

金
融
取
引
高
、
為
替…
…

。
３
・
11
は
、
お

金
と
い
う
価
値
に
か
ら
め
と
ら
れ
た
日
本
の

姿
、社
会
の
仕
組
み
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

私
は
「
い
の
ち
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
し

て
い
ま
す
。「
い
の
ち
」
を
英
語
で
訳
す
と
、

ラ
イ
フ
？　

英
語
の
ラ
イ
フ
は
人
生
、
生

き
方
と
い
う
意
味
で
も
使
わ
れ
ま
す
ね
。

日
本
語
の
「
い
の
ち
」
と
い
う
３
文
字
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
な
が
ら
動
い
て
い
る
、

呼
吸
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
て
、
英

語
に
は
こ
れ
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　

大
き
な
岩
を
見
て
、
思
わ
ず
ぴ
っ
た
り

と
し
が
み
つ
い
て
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ

て
し
ま
う
。
そ
の
岩
に
「
い
の
ち
」
が
宿
っ

て
い
る
と
感
じ
る
。
こ
う
い
う
文
化
や
感

性
は
、
環
境
問
題
の
解
決
に
い
ち
ば
ん
大

事
な
価
値
。
だ
か
ら
、
世
界
の
中
で
こ
の

よ
う
な
文
化
や
感
性
を
持
っ
て
い
る
日
本

の
役
割
は
も
の
す
ご
く
大
き
く
な
っ
て
き

て
い
る
の
で
す
。

　

21
世
紀
、
私
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
て
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
こ
の
ち
っ

ぽ
け
な
星
の
上
で
い
た
だ
い
て
い
る
「
い
の

ち
」
を
後
世
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
。
そ
の

「
い
の
ち
」
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
も

の
が
４
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
、
水
、
大
気
、

食
料
、
そ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
こ
れ
を
、
も

う
一
度
原
点
に
か
え
っ
て
考
え
改
め
な
け
れ

ば
、
地
球
に
住
む
す
べ
て
の
も
の
の
「
い
の

ち
」
が
危
な
い
。

　

日
本
に
は
、
こ
の
４
つ
を
め
ぐ
る
世
界
最

先
端
の
技
術
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
再
構
築

し
て
、
私
た
ち
は
「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
エ

コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ア
ニ
マ
ル
」
に
な
り
ま
す
。

21
世
紀
の
ア
ニ
マ
ル
は
、
小
さ
な
ア
リ
に
も

ミ
ミ
ズ
に
も「
い
の
ち
」が
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
て
、
そ
の
代
表
と
し
て
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ

ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
作
る
の
で
す
。

　
「
前
人
未
到
で
大
変
だ
け
ど
、
こ
っ
ち
の

方
向
で
や
ろ
う
よ
」
と
言
え
ば
、
ど
れ
だ
け

日
本
の
若
者
が
元
気
に
な
る
か
。
人
は
何
の

た
め
に
働
く
の
か
と
い
う
と
、
も
ち
ろ
ん
頑

張
っ
て
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
が
上
が
れ
ば
嬉
し

い
け
れ
ど
、
そ
れ
よ
り
も
「
良
い
仕
事
し
て

く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
る
こ
と

の
方
が
嬉
し
い
。
こ
の
仕
事
を
や
っ
て
い
て

良
か
っ
た
と
思
え
る
瞬
間
で
す
。
人
の
「
い

の
ち
」
っ
て
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
で
き
て
い

る
の
で
す
。

　
「
日
本
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
」
で
は

な
く
、「
日
本
を
ど
う
し
ま
し
ょ
う
」
で
す
。

覚
悟
を
決
め
、
叡
知
を
集
め
ま
し
ょ
う
。
幸

い
、今
の
私
た
ち
は
携
帯
電
話
さ
え
あ
れ
ば
、

世
界
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
い

の
ち
」
が
喜
ぶ
方
向
に
、
ど
ん
ど
ん
横
に
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

「
お
金
」
か
ら
「
い
の
ち
」
へ
、

私
た
ち
の
価
値
を
シ
フ
ト
す
る

21
世
紀
の
日
本
は

「
い
の
ち
」
が
喜
ぶ
方
向
へ

ガイアユース企画のツアーに参加し、王滝村で間伐体験する若者
（プロジェクトについては左記コラム参照）
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そ
も
そ
も
、
リ
オ
＋
20
の
目
的
と
は
？

　

１
９
９
０
年
代
に
は
、
地
球
的
課
題
を
扱

う
大
き
な
国
際
会
議
が
い
く
つ
か
開
催
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
92
年
に
開

催
さ
れ
た
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
す
。
国
連
の
狙

い
は
、
環
境
と
開
発
に
つ
い
て
各
国
政
府
に

し
っ
か
り
考
え
て
も
ら
う
こ
と
、
ま
た
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
も
一
緒
に
考
え
て
ほ
し

い
の
で
、
市
民
も
参
加
で
き
る
国
連
会
議
に

し
た
の
で
す
。
そ
の
10
年
後
に
は
、
ご
存
知

の
よ
う
に
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
が

開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

地
球
サ
ミ
ッ
ト
か
ら
20
年
経
っ
た
今
、
こ

の
間
に
何
が
起
こ
っ
た
の
か
を
き
ち
ん
と
検

証
し
、今
後
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
か
、

各
国
政
府
に
政
治
的
決
意
を
表
明
し
て
も
ら

う
こ
と
。
そ
れ
が
、
今
回
開
催
さ
れ
た
リ
オ

＋
20
の
目
的
で
す
。

そ
の
目
的
は
達
成
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
？　

メ
デ
ィ
ア
等
で
は
、
具
体
的
な
施

策
や
数
値
目
標
が
盛
り
込
ま
れ
ず
、
期
待

外
れ
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
が…

。

　

今
回
に
つ
い
て
言
え
ば
、
リ
オ
＋
20
準
備

委
員
会
で
の
討
論
か
ら
、
20
年
前
や
10
年
前

ほ
ど
の
期
待
は
で
き
な
い
と
分
か
っ
て
い
ま

し
た
。
主
要
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
た
グ
リ
ー

ン
エ
コ
ノ
ミ
ー
も
、
途
上
国
か
ら
は
先
進
国

に
よ
る
一
種
の
「
グ
リ
ー
ン
植
民
地
主
義
」

で
は
な
い
か
と
い
う
誤
解
を
受
け
る
等
、
認

識
の
差
も
あ
り
、
数
値
目
標
を
設
定
す
る
た

め
の
政
府
間
合
意
は
難
し
か
っ
た
。

一
方
で
評
価
で
き
る
点
も
あ
る
と
思
う
の

で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

見
方
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

あ
る
程
度
進
歩
し
た
と
い
う
点
で
は
次
の
３

点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

第
一
は
、
具
体
的
施
策
や
数
値
目
標
こ
そ

盛
り
込
め
な
か
っ
た
も
の
の
、「
20
年
前
と

比
べ
地
球
の
生
態
系
環
境
は
悪
化
し
、
ど
こ

か
で
止
め
な
け
れ
ば
ま
す
ま
す
悪
く
な
る
」

「
貧
困
、
紛
争
、
雇
用
不
安
等
、
人
間
社
会

的
課
題
に
つ
い
て
も
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
再
認
識
し
た
こ
と
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
「
生
態
系
環
境
と
人
間
社
会
的
課
題

は
相
互
に
関
係
し
て
い
る
」
と
皆
が
認
め
た

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
素
直
に
評
価
し
て
良
い

で
し
ょ
う
。

　

第
二
は
、
世
界
中
か
ら
多
く
の
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
が
参
加
し
、
自
分
た
ち
が
望
む
未

来
を
語
り
合
っ
た
こ
と
で
す
。
私
も
13
日
か

ら
22
日
ま
で
現
地
に
滞
在
し
、
ほ
ぼ
毎
日
の

よ
う
に
様
々
な
会
合
に
参
加
し
意
見
を
述
べ

ま
し
た
。
実
際
に
数
え
た
訳
で
は
な
い
の
で

正
確
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
至
る
所
で
会

合
が
持
た
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
大
小
を
合

わ
せ
る
と
、
そ
の
数
は
１
０
０
０
余
り
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
に
か
く
す

ご
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
第
三
に
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）
に
つ
い
て
方
向
性
が
見
え

た
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
ミ

レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
）
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
途
上

国
の
貧
困
削
減
を
目
標
と
す
る
も
の
で
し

た
。
し
か
し
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
我
々
が
直
面
し

て
い
る
地
球
的
課
題
を
、
先
進
国
を
含
め

対
応
し
て
い
こ
う
と
い
う
意
欲
的
な
考
え

方
で
あ
り
、
や
は
り
こ
れ
は
大
き
な
進
歩

と
言
っ
て
良
い
で
し
ょ
う
。

今
回
は
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
参
加
が
多

か
っ
た
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
わ
ゆ

る
メ
ジ
ャ
ー
グ
ル
ー
プ
の
提
言
は
ど
の
程

度
反
映
さ
れ
た
の
で
す
か
？

　

リ
オ
＋
20
で
言
う
と
、
や
は
り
３
つ
の
こ

と
が
言
え
ま
す
。

　

第
一
は
、
メ
ジ
ャ
ー
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ

れ
自
国
政
府
に
対
し
「
す
る
べ
き
こ
と
を
き

ち
ん
と
や
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
き
ち
ん
と
や

る
べ
き
だ
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
こ
と
で
す
。

そ
の
結
果
、
成
果
文
書
に
「
反
省
」
が
明
記

さ
れ
ま
し
た
。
も
し
、
メ
ジ
ャ
ー
グ
ル
ー
プ

が
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
、
こ
の
点
は

曖
昧
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

第
二
は
、
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
多
少
の
違
い

は
あ
る
も
の
の
、
メ
ジ
ャ
ー
グ
ル
ー
プ
は
世

界
一
体
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
国

と
い
う
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
が
あ
り
ま

す
が
、
メ
ジ
ャ
ー
グ
ル
ー
プ
に
は
先
進
国
、

途
上
国
と
い
う
壁
が
な
い
の
で
す
。
と
に
か

く
政
府
代
表
団
に
積
極
的
に
提
言
し
、
成
果

文
書
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
な
力
を
持
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
先
進
国
で
は
、
政
府
が
メ

ジ
ャ
ー
グ
ル
ー
プ
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
傾

向
に
あ
り
、
こ
の
気
運
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

第
三
は
、
多
く
の
メ
ジ
ャ
ー
グ
ル
ー
プ
は

国
連
の
機
能
を
強
化
し
た
い
と
考
え
て
い
る

こ
と
で
す
。
各
国
政
府
は
「
国
連
＝
国
益
を

か
け
て
戦
う
場
」
と
冷
め
た
見
方
を
し
が
ち

で
す
が
、
メ
ジ
ャ
ー
グ
ル
ー
プ
は
自
分
た
ち

の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
に
は
国
連
の
機
能
強

化
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
リ
オ
＋
20
で

も
、
こ
う
し
た
メ
ジ
ャ
ー
グ
ル
ー
プ
の
提
言

が
受
け
入
れ
ら
れ
、具
体
的
に
は
Ｃ
Ｓ
Ｄ（
持

続
可
能
な
開
発
委
員
会
）
に
替
わ
る
ハ
イ
レ

ベ
ル
政
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
設
置
、
そ
し
て
Ｕ

Ｎ
Ｅ
Ｐ（
国
連
環
境
計
画
）
の
機
能
強
化
に

つ
い
て
第
67
回
国
連
総
会
で
具
体
的
内
容
を

採
択
す
る
と
合
意
し
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
成
果
文
書
に
入
ら
な
か
っ
た

提
言
も
多
く
あ
り
ま
す
。
主
な
も
の
で
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
目
標
値
設

定
、
原
子
力
発
電
へ
の
依
存
度
の
引
き
下
げ

等
が
そ
う
で
す
。
個
人
的
に
言
え
ば
、「
地

球
上
の
資
源
は
地
球
の
所
有
物
。
み
ん
な
が

共
有
す
る
地
球
」
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ

モ
ン
ズ
の
考
え
方
を
、
成
果
文
書
に
反
映
で

き
な
か
っ
た
の
は
残
念
な
こ
と
で
す
。

最
後
に
、
今
後
の
課
題
と
日
本
に
対
す
る

期
待
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

正
直
言
っ
て
、
リ
オ
＋
20
に
関
し
て
は
、

日
本
に
お
け
る
市
民
社
会
の
盛
り
上
が
り
は

少
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
本
来
な
ら
、
市

民
が
積
極
的
に
議
論
に
参
加
し
、
政
府
の
背

中
を
押
す
の
が
望
ま
し
い
。
そ
う
い
う
意
味

で
は
、
メ
ジ
ャ
ー
グ
ル
ー
プ
の
力
が
弱
か
っ
た

か
な
と
反
省
す
る
面
も
あ
り
ま
す
。
政
府
に

対
し
て
大
き
な
力
を
持
つ
メ
ジ
ャ
ー
グ
ル
ー

プ
も
出
て
き
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
力
不

足
と
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
方
向
性
が
決

ま
っ
た
以
上
、
日
本
政
府
に
期
待
す
る
こ
と

も
大
き
い
。
今
の
と
こ
ろ
、
そ
の
内
容
は
漠

然
と
し
て
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
と
も
日
本
が
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
り
、
新
し
い
目
標
に
向

か
っ
て
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
ほ
し
い
。
日
本

に
は
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
豊
か
な
経
験
が

あ
り
ま
す
。

リオ＋20特
集

■リオ＋20の概要
2012年６月13～24日（本会議は20～22日）、191の
国・地域から各国の首脳や政府代表団、NGO等、約3万人
が参加した史上最大の国連会議。
【目的】
　①持続可能な開発に関する新たな政治的コミットメント
　　を確保する。
　②持続可能な開発に関する主要なサミットの成果の実施に
　　おける現在までの進展および残されたギャップを評価する。
　③新しい、または出現しつつある課題を扱う。
【テーマ】
　①持続可能な開発および貧困撲滅の文脈におけるグリー
　　ンエコノミー。
　②持続可能な開発のための制度的枠組み。

■リオ＋20までの道のり
1972年　国連人間環境会議（ストックホルム）
　　　　「人間環境宣言」採択
1992年　国連環境開発会議（通称地球サミット）
　　　　「リオ宣言」「アジェンダ21」「生物多様性条約」
　　　　「気候変動枠組み条約」「砂漠化対処条約」採択
1997年　地球温暖化防止京都会議（COP3）
　　　　「京都議定書」採択
2000年　国連ミレニアム・サミット
　　　　「国連ミレニアム宣言」採択

2002年　持続可能な開発に関する世界首脳会議
　　　　（ヨハネスブルグ・サミット）
2010年　生物多様性条約第10回締約国会議（COP10）
　　　　「名古屋議定書」採択
2012年　国連持続可能な開発会議（通称リオ＋20）

■メジャーグループとは
1992年の地球サミットでは、21世紀に向けた行動計画
「アジェンダ21」を採択したが、この中で広く市民社会の
参加を促し、環境問題解決のための主要なプレイヤーとし
て、次の９つのグループを定義した。①女性、②子ども・
若者、③先住民族、④非政府組織（NGO）、⑤地方自治
体、⑥労働者・労働組合、⑦企業・産業、⑧科学技術コミ
ュニティ、⑨農業者。これらをメジャーグループと言う。

■成果文書とは
正式タイトルを「The Future We Want（我々が望む未
来）」と言い、2010年６月以降10回以上の準備会合を経
て本会議で採択された。同文書は53ページ・6章・283パ
ラグラフで構成されている。
　１章　共通のビジョン
　２章　新たな政治的コミットメント
　３章　持続可能な開発と貧困撲滅の文脈における
　　　　グリーン経済
　４章　持続可能な開発のための制度的枠組み
　５章　行動枠組みとフォローアップ
　６章　実施手段
※成果文書はリオ＋20の公式ホームページよりダウンロード
可能。http://www.uncsd2012.org/index.html

Commentary

リ
オ
＋
20
の
成
果
と
そ
の
将
来

世
界
中
の
人
が
注
目
す
る
中
で
開
催
さ
れ
た「
国
連
持
続
可
能
な
開
発
会
議（
リ
オ
＋
20
）」。こ
の
会
議
で
、

ど
の
よ
う
な
成
果
が
あ
っ
た
の
か
？　

ア
ジ
ア
開
発
銀
行
、国
連
開
発
計
画
等
の
国
際
機
関
に
勤
務
し
た
経
験
を
持
ち
、

２
０
０
２
年
の
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ・サ
ミ
ッ
ト
で
は
当
時
の
小
泉
純
一
郎
首
相
率
い
る
日
本
政
府
代
表
団
の
顧
問
団
団
長
、

今
回
は
メ
ジ
ャ
ー
グ
ル
ー
プ
の
国
内
準
備
委
員
会
委
員
を
務
め
た
廣
野
良
吉
先
生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

解説
リオ＋20を
理解するための 基 礎 知 識

ジャパンパビリオンでブラジルの青年たちと一緒に
（写真提供：廣野良吉先生）

一般社団法人
環境パートナーシップ会議
代表理事

廣野良吉先生

ひろの・りょうきち
成蹊大学名誉教授。日本
評価学会・国際開発評価学
会副会長の他、国連大学
シニア・アドバイザー等、
多数の諮問委員を務める。
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リオ＋20特
集

Action Report

参
加
し
た
N
G
O・N
P
O
、そ
し
て
企
業
の
皆
さ
ん
か
ら

今
回
開
催
さ
れ
た
リ
オ
＋
20
に
は
、日
本
か
ら
も
官
公
庁
や
自
治
体
、企
業
、研
究
機
関
、そ
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ・Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
皆
さ
ん
が
数
多
く
参
加
し
ま
し
た
。

地
球
環
境
基
金
で
は
、リ
オ
＋
20
に
向
け
た
活
動
に
取
り
組
む
11
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ・Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
し
た
が
、

こ
の
中
か
ら
一
般
社
団
法
人
ワ
ー
ル
ド
シ
フ
ト・ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク・ジ
ャ
パ
ン
、グ
リ
ー
ン
エ
コ
ノ
ミ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

そ
し
て
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
の
10
年
推
進
会
議
の
３
団
体
と
、企
業
と
し
て
参
加
さ
れ
た
味
の
素
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

活動レポート
　

東
日
本
大
震
災
後
の
日
本
に
暮
ら
す
人
々
の
声

か
ら
私
た
ち
が
目
指
す
未
来
の
姿
を
描
き
出
し
、

リ
オ
＋
20
を
通
し
て
世
界
に
発
信
し
て
い
く

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
：The Future W

e W
ant 

-Japan V
O
IC
ES-

の
も
と
、
ワ
ー
ル
ド
シ
フ

ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
は
、
映
像
制
作

（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か
ら
起
業
家
、震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
か
ら
思
想
家
ま
で
、
ポ
ス
ト
３
・
11
の
日
本
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
リ
ー
ド
す
る
有
名
無
名
の
人
々
の
映

像
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）、
な
ら
び
に
リ
オ
現
地
で
の

発
信
を
行
い
ま
し
た
。

　

リ
オ
現
地
に
は
映
像
に
出
演
さ
れ
た
福
島
の

方
々
も
同
行
し
、
ピ
ー
プ
ル
ズ
サ
ミ
ッ
ト
、
公
式

サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
、
ジ
ャ
パ
ン
パ
ビ
リ
オ
ン
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ら
び
に
経
済
産
業
省

ブ
ー
ス
等
に
て
、
映
像
上
映
や
参
加
者
同
士
で
の

対
話
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
民
レ
ベ
ル
で
の
対
話
と
連
携
に
大
き
な
手
応

え
を
得
る
と
と
も
に
（
大
手
新
聞
メ
デ
ィ
ア
に
も

掲
載
）、
ジ
ャ
パ
ン
パ
ビ
リ
オ
ン
に
お
い
て
も
市

民
ら
し
い
活
動
と
し
て
好
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
は
、
リ
オ
現
地
で
の
情
報
や
成
果
を
国

内
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、
今
回
の

活
動
を
通
し
て
培
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か

し
、
日
本
の
人
々
の
未
来
に
向
け
た
声
を
集
め
ビ

ジ
ョ
ン
を
描
く
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
発
展

さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。（
詳
細
は
、

http://futurew
ew
ant.jp/

を
参
照
）

　

私
た
ち
は
、「
環
境
社
会
問
題
解
決
・
持
続
可

能
な
社
会
実
現
の
た
め
の
経
済
の
推
進
」
を
目
的

に
リ
オ
＋
20
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
事
前
活
動
と

し
て
３
月
13
日
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
環
境
・
貧

困
問
題
解
決
に
向
け
、
経
済
の
あ
り
方
を
考
え

る
」、
３
月
30
日
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
基

準
の
最
新
潮
流
と
今
後
」、
そ
し
て
６
月
６
日
に

リ
オ
＋
20
直
前
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
持
続
可
能
な
開

発
と
貧
困
撲
滅
の
文
脈
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
エ
コ

ノ
ミ
ー
と
ポ
ス
ト
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
／
持
続
可
能
な
開
発

目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
を
開
催
。
ま
た
、
３
月
31

日
に
は
レ
ポ
ー
ト
「
リ
オ
＋
20
に
向
け
た
現
状
と

展
望
（
詳
細
版
１
２
３
頁
、
要
約
版
４
頁
）」
も

発
行
し
ま
し
た
。

　

現
地
で
の
主
な
活
動
と
し
て
は
、
交
渉
を
フ
ォ

ロ
ー
し
、
そ
の
状
況
を
ま
と
め
た
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー

ス
の
配
信
、
当
フ
ォ
ー
ラ
ム
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
関

連
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
講
演
、
そ
し
て
他
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と

の
連
携
の
下
で
の
記
者
懇
談
会
を
そ
れ
ぞ
れ
複
数

回
実
施
。
各
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
様
々
な
国
の
方
々

と
活
発
な
議
論
を
展
開
し
、
当
フ
ォ
ー
ラ
ム
メ
ン

バ
ー
の
見
解
は
メ
デ
ィ
ア
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
成
果
文
書
に
お
い
て
持
続
可
能
な
開

発
達
成
の
重
要
な
ツ
ー
ル
と
位
置
付
け
ら
れ
た

「
グ
リ
ー
ン
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
に
関
し
、
更
な
る
国

際
合
意
形
成
と
各
国
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
企
業
の
取
り
組

み
促
進
の
た
め
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
、
書
籍
発

行
、
情
報
・
提
言
の
発
信
等
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ピープルズサミットでのブース出展

一般社団法人 ワールドシフト・ネットワーク・ジャパン

The Future We Want 
-Japan VOICES-

http://worldshift2012.jimdo.com/

リオ＋20会場での成果文書交渉

3月30日のシンポジウムの様子

グリーンエコノミーフォーラム

グリーンエコノミーの
推進を目指して

http://geforum.net/

国連、NGO、研究者などが参加した
公式サイドイベント

認定NPO法人 持続可能な開発のための
教育の10年推進会議（ESD-J）

地域のエンパワーメントを核にした
持続可能なアジアへ

http://www.esd-j.org/

ブースに来訪された約２万人の方と活発に議論

味の素グループ

サステナブルな食の未来に向けた
取り組みを世界に提言

http://www.ajinomoto.co.jp/press/2012_06_05.html

ジャパンパビリオンでのパネルディスカッション

私
た
ち
は
、
今
年
３
月
、Ｅ
Ｓ
Ｄ（Education 

for Sustainable D
evelopm

ent

）に
関
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
目
指
す
ア
ジ
ア
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
と
と
も
に
、
リ
オ
＋
20
に
向
け
た
提
言
を
取
り

ま
と
め
ま
し
た
。
提
言
で
は
、「
21
世
紀
、
世
界

経
済
の
中
心
と
な
る
ア
ジ
ア
は
、
地
球
の
持
続
可

能
性
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
持
続
可
能
な
開

発
の
基
盤
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
あ
り
、
地
域

を
つ
く
る
人
づ
く
り
（
＝
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
が
重
要
。
政

府
や
国
連
の
手
の
届
き
に
く
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
レ
ベ
ル
で
の
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
・
人

づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
存
在
が
と
り

わ
け
重
要
」
等
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

リ
オ
＋
20
で
は
、
公
式
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
ア
ジ
ア
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
提
言
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
ほ
か
、
各
国
政
府
や
様
々
な
関
係
機
関
に
も
提

言
を
周
知
し
ま
し
た
。
成
果
文
書
に
、
国
連
持
続

可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
の
10
年
（
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）

終
了
後
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
推
進
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
は
大

き
な
成
果
で
し
た
。
他
方
、
成
果
文
書
に
お
け
る

教
育
に
関
す
る
解
釈
は
狭
く
、
教
育
機
関
以
外
の

セ
ク
タ
ー
の
参
画
や
、
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
と
教
育
と
の
リ
ン
ク
が
不
十
分
と
い
う
課
題

も
明
確
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
持
続
可
能
な
開

発
に
必
要
な
教
育
と
は
何
か
を
改
め
て
問
い
か
け

な
が
ら
、Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
終
了
後
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
推
進
の
あ

り
方
を
、
幅
広
い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
と
も
に

検
討
を
深
め
て
い
く
方
針
で
す
。

　
「
私
た
ち
の
望
む
未
来
」
の
実
現
に
向
け
て̶

。

味
の
素
グ
ル
ー
プ
は
、
日
本
発
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な

食
品
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
６
月
13
〜
24
日
、
ジ
ャ

パ
ン
パ
ビ
リ
オ
ン
お
よ
び
国
連
に
よ
る
併
設
セ
ミ

ナ
ー
に
お
い
て
、
事
業
を
通
じ
て
〝
人
に
も
地
球

に
も
よ
り
よ
い
食
の
未
来
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
〞

を
宣
言
し
ま
し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
〝G

ood 

eating =
 G
reen eating

〞。
そ
れ
は
、
た
だ
お

い
し
い
だ
け
で
な
く
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
優
れ
て

い
る
だ
け
で
も
な
く
、
こ
の
星
の
自
然
を
育
み
、

人
も
地
球
も
健
康
に
す
る
、
そ
ん
な
新
し
い
「
食

の
未
来
」
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
味
の
素
グ
ル
ー

プ
は
、
食
、
ア
ミ
ノ
酸
・
医
薬
等
の
事
業
を
通
じ
、

創
業
以
来
１
０
３
年
に
わ
た
り
培
っ
て
き
た
、
い

の
ち
に
深
く
か
か
わ
る
知
見
を
活
か
し
、
現
在
約

70
億
、
２
０
５
０
年
に
は
90
億
に
達
す
る
と
言
わ

れ
る
世
界
の
人
々
の
食
の
あ
り
方
を
変
え
ら
れ
る

よ
う
な
製
品
と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　

ブ
ー
ス
や
セ
ミ
ナ
ー
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
国

連
や
各
国
の
政
府
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
者
、
学
生
、
一

般
市
民
等
２
万
人
以
上
の
方
々
と
、
食
の
未
来
に

つ
い
て
様
々
な
角
度
か
ら
意
見
交
換
を
し
、
皆
さ

ま
方
に
は
私
た
ち
の
活
動
に
対
し
て
高
い
期
待
と

関
心
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

味
の
素
グ
ル
ー
プ
は
今
後
も
、人
の
い
の
ち
を
支

え
る
食
の
持
続
可
能
性
に
向
け
た
取
り
組
み
を
深

め
、世
界
の
方
々
と
と
も
に
、食
の
未
来
を
考
え
る

機
会
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

アジアのNGOと取りまとめた提言をもとにインド、グルジア、
日本の各政府に成果文書への要請を行った

ジャパンパビリオンで
プレゼンテーションする國本 裕
味の素株式会社 代表取締役 副社長執行役員
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今こそ、高校生に注目！
地球環境の未来を担う世代に
もっと情報と発表の場を

DATA BOX
●名　称 ： 全国高校生エコ・アクション・プロジェクト実行委員会
●住　所 ： 〒105-8002 東京都港区浜松町1-31 株式会社文化放送開発センター内
●U R L  ： http://www.smn.or.jp/eco/
●目　的： 日本、そして世界の将来を担う高校生の環境活動を、
　　　　　学習や発表の場を提供することによって支援する。

■
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
高
校
生
を
対
象
に

し
て
い
る
理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

環
境
悪
化
の
影
響
を
受
け
る
の
は
、
間
違

い
な
く
次
世
代
で
す
。
国
際
会
議
で
は
よ
く

「
何
年
ま
で
に
何
を
す
る
」
と
い
う
目
標
を

立
て
ま
す
が
、
温
暖
化
対
策
の
国
際
交
渉
で

は
２
０
２
０
年
や
２
０
５
０
年
が
目
標
年
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
16
歳
の
高
校
生
は
２

０
２
０
年
に
24
歳
、
現
場
で
活
躍
す
る
若
手

に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
２
０
５
０
年
に
は
54

歳
で
、
社
会
で
責
任
あ
る
立
場
と
な
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
環
境
活
動
の
未
来

の
担
い
手
と
な
る
高
校
生
に
、
今
、
環
境
意

識
を
し
っ
か
り
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事

だ
と
考
え
て
い
る
の
で
す
。

■
現
在
、
高
校
で
は
ど
の
よ
う
な
環
境
活

動
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

生
徒
会
が
中
心
と
な
っ
て
行
う
地
域
の
清

掃
活
動
や
、
途
上
国
へ
ワ
ク
チ
ン
を
送
る
た

め
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
と

い
っ
た
活
動
は
か
な
り
多
く
の
高
校
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
進
む
と
、
生
徒
会
の

下
に
環
境
委
員
会
を
作
っ
た
り
、
部
活
動
で

環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
た
り
、
農
業

高
校
や
工
業
高
校
で
は
授
業
の
一
環
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
た

だ
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
発
表
す
る
場
が
な

か
っ
た
。
外
に
向
け
て
発
表
で
き
る
場
を
作

り
た
い
と
考
え
、「
高
校
生
環
境
活
動 

発
表

会 

全
国
大
会
」
を
始
め
ま
し
た
。

■
実
行
委
員
会
の
活
動
の
中
心
は
「
場
」

の
提
供
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

　

２
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
地
区
大
会
や
全

国
大
会
な
ど
、
高
校
生
が
交
流
し
、
刺
激
し

合
え
る
よ
う
な
発
表
の
場
を
作
る
こ
と
。
も

う
一
つ
が
、
よ
り
広
い
視
点
か
ら
環
境
問
題

を
考
え
ら
れ
る
よ
う
、
学
習
の
機
会
を
提
供

す
る
こ
と
で
す
。
環
境
問
題
の
プ
ロ
を
招
い

て
気
候
変
動
や
国
際
交
渉
の
現
場
に
つ
い
て

講
演
し
て
も
ら
っ
た
り
、
リ
オ
＋
20
な
ど
タ

イ
ム
リ
ー
な
国
際
的
環
境
イ
ベ
ン
ト
を
取
り

入
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
る
の
は
私
た
ち
で
す
が
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
主
役
は
常
に
高
校
生
な
ん
で
す
。

■
高
校
生
が
企
業
を
訪
問
す
る
活
動
も
あ

り
ま
す
ね
。

　

最
先
端
の
環
境
技
術
が
学
べ
、
非
常
に
勉

強
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
。

分
別
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
に
回
す
け
れ
ど
、
そ

の
先
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
は
分
か
ら
な
い
。

で
も
、
実
際
に
工
場
を
見
学
し
、
再
生
さ
れ

た
ペ
ッ
ト
樹
脂
を
手
に
取
る
と
、
分
別
の
方

法
や
意
味
が
理
解
で
き
る
。
分
か
れ
ば
、
友

達
に
「
こ
こ
に
、
こ
ん
な
ふ
う
に
捨
て
て
ね
」

と
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
企
業
側
の
反
応
は
い
か
が
で
す
か
。

　

最
初
は
、
高
校
生
だ
と
甘
く
見
て
い
た
よ

う
で
す（
笑
）。
環
境
活
動
を
行
っ
て
い
る
高

校
生
は
、
環
境
に
対
す
る
意
識
も
知
識
も
相

当
レ
ベ
ル
が
高
い
。
企
業
訪
問
の
際
、
高
校

生
が
自
分
た
ち
の
活
動
を
説
明
す
る
と
、
た

い
て
い
の
企
業
さ
ん
は
ビ
ッ
ク
リ
さ
れ
ま
す
。

■
活
動
内
容
を
見
る
と
、
雪
氷
熱
利
用
や

出
前
授
業
等
、
環
境
Ｎ
Ｐ
О
顔
負
け
で
す
。

　

小
学
校
へ
の
出
前
授
業
は
、
年
齢
が
近
い

せ
い
か
非
常
に
上
手
で
、
大
人
の
出
る
幕
が

あ
り
ま
せ
ん
。
あ
と
、
ホ
タ
ル
を
育
て
て
い

る
高
校
生
が
、
介
護
施
設
を
訪
ね
て
お
年
寄

り
に
ホ
タ
ル
を
見
せ
る
等
、
地
域
に
密
着
し

た
活
動
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

■
地
球
環
境
基
金
の
助
成
は
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

地
区
大
会
や
全
国
大
会
の
開
催
、
そ
し
て

１
年
間
の
活
動
を
ま
と
め
た
冊
子
の
作
成
・

配
布
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
環

境
に
興
味
の
な
い
高
校
生
は
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
そ
ん
な
高
校
生
を
巻
き
込
み
、
環
境
に

関
心
を
寄
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
な
の
で
、

読
み
や
す
い
冊
子
に
し
、
先
生
方
に
も
ご
覧

い
た
だ
き
、
図
書
館
に
も
置
い
て
も
ら
う
。

大
会
に
参
加
し
た
高
校
生
に
は
、
朝
礼
な
ど

で
発
表
す
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

■
こ
れ
か
ら
の
活
動
の
ご
予
定
は
？

　

全
国
に
５
２
０
０
校
程
あ
る
高
校
の
う
ち
、

約
３
５
０
校
の
環
境
活
動
を
把
握
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
を
さ
ら
に
広
げ
、
環
境
を
切
り
口

に
し
た
高
校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
た
い
。

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
誰
も
が
使
え
る
よ
う

オ
ー
プ
ン
に
し
ま
す
。
例
え
ば
、
行
政
が
環
境

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
う
時
、
あ
る
い
は
地
区
で

勉
強
会
を
開
く
時
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
れ

ば
、多
く
の
人
に
素
早
く
情
報
を
伝
え
ら
れ
る
。

そ
れ
が
、
環
境
に
関
心
の
な
い
層
を
動
か
す

力
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

環
境
活
動
の
未
来
の
担
い
手
、

高
校
生
に
確
か
な
環
境
意
識
を

普
段
の
活
動
か
ら
国
際
問
題
ま
で

様
々
な
レ
ベ
ル
で
高
校
生
を
応
援

第2回「高校生環境活動 発表会 全国大会」で、瀬戸内海に沈む「海ゴミ問題」について
発表する岡山県の山陽女子高等学校 地歴部の皆さん

栃木県立栃木農業高等学校の生徒さんが、ペットボトルリサイクル
企業・協栄産業株式会社（ジャパンテック株式会社）を訪問

全国高校生エコ・アクション・プロジェクト実行委員会

P a r t n e r ' s  T a l k
助成団体
レポート

東北から7校の参加を得て「復興と環境」を
テーマに開催された環境シンポジウム（仙台）

「エコライフ・フェア2012」で活動を発表する
昭和第一学園高等学校 環境研究部

●主な活動内容
　・環境活動高校紹介　・環境イベント訪問　・環境シンポジウム　
　・企業訪問　・環境活動発表会

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
充
実
さ
せ

環
境
問
題
を
解
決
す
る
大
き
な
力
に地球環境基金の助成によって作成し、

500校へ配布した冊子

2010年　4月
10月
12月

2011年　2月
8月
12月

2012年　2月
6月
8月

事業スタート
生物多様性条約COP10「生物多様性交流フェア」見学
「高校生環境活動 地区大会 発表会」を5会場で開催
（札幌・東京・名古屋・大阪・福岡）
第1回「高校生環境活動 発表会 全国大会」開催
「東北地区高校生環境シンポジウム」開催
「高校生環境活動 東北地区交流発表会」開催
第2回「高校生環境活動 発表会 全国大会」開催
「エコライフ・フェア2012」にブース出展し、活動発表
「高校生環境サマースクール」開催

●活動実績

お話を伺った運営委員の大木正和さん

小中学校で行われている環境教育、大学生を対象にした企業やNPOによる環境インターンシップ。
その狭間で、あまり注目されていなかった高校生の環境活動にフォーカスして支援を行っているのが、
「全国高校生エコ・アクション・プロジェクト実行委員会」です。
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S u p p o r t   P r o g r a m

研修

講座
NGO・NPO
サポートプログラム紹介

地
球
環
境
基
金
で
は
振
興
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｇ
Ｏ・Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
対
象
に
、

様
々
な
研
修
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、

去
る
８
月
４
〜
５
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た

海
外
派
遣
研
修
の
事
前
研
修
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

海外派遣研修編

■
海
外
派
遣
研
修
と
は
？

海
外
派
遣
研
修
は
、開
発
途
上
地
域
で
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ・国
際

協
力
活
動
を
目
指
す
人
を
対
象
と
す
る
も
の
で
、平
成
24

年
度
は
マ
レ
ー
シ
ア
が
研
修
地
で
す
。長
期
コ
ー
ス
は
８
月
25

日
〜
９
月
13
日
の
20
日
間
、短
期
コ
ー
ス
は
８
月
25
日
〜
９

月
３
日
の
10
日
間
実
施
し
ま
す
。参
加
者
は
38
名
の
応
募
者

か
ら
選
ば
れ
た
10
名（
男
性
３
名・女
性
７
名
）で
、年
齢
も

10
代
〜
60
代
と
幅
広
い
層
に
な
って
い
ま
す
。

■
事
前
研
修
の
内
容

事
前
研
修
は
、現
地
で
の
実
地
研
修
を
よ
り
的
確
に
進
め
る

こ
と
を
目
的
に
、次
の
内
容
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
マ
レ
ー
シ
ア
事
情
、日
マ
関
係
、簡
単
な
マ
レ
ー
語
会
話
、マ

　
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
マ
ナ
ー

●
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
の
現
状

●
研
修
目
標
の
検
討
と
企
画

●
開
発
途
上
国
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
活
動
の
企
画
と
活
動

　

手
法

●
前
年
度
の
海
外
派
遣
研
修
生
の
体
験
報
告
と
質
疑
応
答

●
マ
レ
ー
シ
ア
研
修
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
説
明　

等
々

研修生とスタッフの皆さん（国際文化会館の中庭で） 冨岡准教授による講義シーン

インタビュー案を検討する
グループの仲間

テキストを見ながらマレー語の会話練習をする研修生

　

ま
ず
は
、
挨
拶
の
仕
方
か
ら
。
男
性
同
士
の
場

合
は
、
片
手
で
軽
く
握
手
し
、
そ
の
手
を
自
分
の

胸
に
当
て
ま
す
。
女
性
同
士
な
ら
、
両
手
で
握
手

し
た
後
、
同
じ
よ
う
に
手
を
胸
に
当
て
る
、
と
仕

草
を
交
え
て
説
明
。
す
る
と
、
研
修
生
の
一
人
が

「
男
と
女
の
場
合
は
ど
う
す
る
の
で
す
か
？
」
と

質
問
。「
女
性
が
手
を
差
し
出
し
て
き
た
ら
握
手

し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
で
も
、
男
性
か
ら
手
を

出
す
の
は
Ｎ
Ｇ
。
軽
く
会
釈
す
る
と
い
い
で
し
ょ

う
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

マ
レ
ー
語
に
つ
い
て
は
、「
現
地
に
着
い
た
ら
、

簡
単
な
こ
と
で
い
い
の
で
、
マ
レ
ー
語
で
話
す
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
だ
け
で
お
互
い
の
距
離

が
ぐ
っ
と
縮
ま
り
ま
す
」
と
い
う
こ
と
で
、早
速
、

研
修
生
同
士
で
会
話
を
練
習
す
る
こ
と
に
。
自
己

紹
介
は
「
シ
ア
パ
ナ
マ
カ
ム
？
（
あ
な
た
の
お
名

前
は
？
）」「
ナ
マ
サ
ヤ※

※

（
私
の
名
前
は※

※

で
す
）」。会
議
室
中
に「
シ
ア
パ
ナ
マ
カ
ム
？
」「
ナ

マ
サ
ヤ
ツ
バ
サ
」、「
シ
ア
パ
ナ
マ
カ
ム
？
」「
ナ

マ
サ
ヤ
ス
ズ
キ
」と
マ
レ
ー
語
が
飛
び
交
い
ま
す
。

そ
の
後
、
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
で
役
立
つ
知
識
や
生

活
習
慣
等
の
話
が
あ
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
最
初

の
講
義
が
終
了
し
ま
し
た
。

■
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
に
つ
い
て
専
門
家
が
講
義

　

午
前
11
時
か
ら
昼
休
み
を
挟
み
午
後
２
時
ま
で

は
、
現
地
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
ど
う
進
め
る

か
に
つ
い
て
の
講
義
と
実
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
は
じ
め
国
際
協
力
一
筋
30

年
、
訪
れ
た
国
は
43
カ
国
と
い
う
、
大
ベ
テ
ラ
ン

の
冨
岡
丈
朗
日
本
大
学
准
教
授
。
最
初
に
「
Ｏ
Ｄ

Ａ
と
は
何
か
」「
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
予
算
は
ど
う
使
わ
れ

て
い
る
か
」「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ど
う
定
義
す
る

か
」
と
い
っ
た
国
際
協
力
の
概
論
等
に
つ
い
て
の

講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
研
修
に
は
「
村
人
へ
の
聞
き
取

り
」と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
に
つ
い
て
説
明
。

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
の
手
法
に
は
、Ｒ
Ｒ
Ａ（R

apid 

R
ural A

ppraisal

＝
簡
易
型
農
村
調
査
）、Ｐ
Ｒ

Ａ（P
articipatory R

ural A
ppraisal

＝

参
加
型
農
村
調
査
）、Ｐ
Ｌ
Ａ（P

articipatory 

Learning and A
ction

＝
参
加
に
よ
る
学
習

と
行
動
）
等
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
Ｒ
Ｒ
Ａ
で

研
修
を
行
い
、
調
査
ツ
ー
ル
と
し
て
は
「
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
」
と
「
描
画
」
を
使
い
ま
す
。

　
「
言
葉
で
尋
ね
る
よ
り
、
絵
を
描
い
て
も
ら
っ

た
方
が
分
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ア

フ
リ
カ
の
あ
る
地
域
で
男
女
別
々
に
地
図
を
描
い

て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、男
性
は
ほ
ぼ
正
確
に
描
き
、

女
性
は
川
の
位
置
を
実
際
よ
り
遠
く
に
描
き
ま
し

た
。
毎
日
そ
の
川
に
水
汲
み
に
行
っ
て
い
る
女
性

は
、そ
の
辛
さ
を
距
離
と
し
て
表
現
し
た
の
で
す
。

こ
れ
だ
け
で
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
差
が
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
ね
。
今
回
は
模
造
紙
を
持
っ
て
行
く

の
で
、
何
を
描
い
て
も
ら
う
か
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

考
え
て
く
だ
さ
い
」
と
、課
題
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
案
と
絵
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
検
討
す
る
も
の
の
、
時
間
内
に
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
冨
岡
准
教
授
か
ら
「
出

発
す
る
ま
で
は
メ
ー
ル
で
問
い
合
わ
せ
を
受
け
付

け
ま
す
し
、
現
地
に
行
っ
て
か
ら
も
相
談
に
乗
り

ま
す
が
、
準
備
だ
け
は
き
ち
ん
と
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
」
と
い
う
お
言
葉
が
。
で
も
心
配
は
不
要

で
す
。
研
修
事
務
局
は
最
初
か
ら
こ
う
し
た
事
態

を
想
定
。
研
修
者
向
け
に
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を

作
成
し
、
研
修
地
に
出
発
す
る
ま
で
フ
ォ
ロ
ー
す

る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

■
先
輩
研
修
生
か
ら
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス

　

午
後
２
時
か
ら
の
１
時
間
は
、
前
年
度
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
実
施
さ
れ
た
海
外
研
修
に
参
加
し
た
清

水 

渓
さ
ん
と
木
村
江
美
さ
ん
が
体
験
を
報
告
。

研
修
内
容
の
紹
介
後
、
後
輩
に
向
け
て
「
事
前
リ

サ
ー
チ
は
し
っ
か
り
と
」「
い
つ
で
も
メ
モ
を
忘

れ
ず
に
」「
自
分
の
テ
ー
マ
を
常
に
念
頭
に
」「
現

地
は
と
て
も
暑
い
の
で
汗
が
出
る
。
梅
干
し
は
必

携
」
等
々
、
体
験
者
な
ら
で
は
の
ア
ド
バ
イ
ス
が

あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
現
地
で
の
研
修
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
事
前
研
修
を
無
事
終
了
。
研

修
生
の
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
成
果
を
持
ち
帰
る

の
で
し
ょ
う
か
？
。
海
外
研
修
の
報
告
は
、
次
号

（
２
０
１
３
年
３
月
発
行
予
定
）
で
ご
紹
介
し
ま

す
の
で
、
お
楽
し
み
に
！

■
グ
ル
ー
プ
毎
に
研
修
目
標
を
検
討
し
た
１
日
目

　

８
月
４
〜
５
日
の
２
日
間
、国
際
文
化
会
館（
東

京
都
港
区
）
の
会
議
室
で
事
前
研
修
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
初
日
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
事
情
や
日
本
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
の
概
要
を
学
ん
だ
後
、
各
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
目
標
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
研

修
生
の
英
語
力
を
考
慮
し
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
分

け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
１
日
目
の
最
後

に
は
、
現
地
研
修
後
に
作
成
す
る
報
告
書
案
に

つ
い
て
事
前
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
研
修
生
個

人
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
各
自
が
作
成
し
、
グ

ル
ー
プ
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

分
担
を
決
め
ま
し
た
。■

現
地
に
着
い
た
ら
「
シ
ア

パ
ナ
マ
カ
ム
？
」

　

２
日
目
の
最
初
は
、マ
レ
ー

語
会
話
と
マ
レ
ー
シ
ア
社
会

の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
。
講
師

は
、
今
回
の
現
地
研
修
の
全

行
程
に
同
行
す
る
社
団
法
人

日
本
マ
レ
ー
シ
ア
協
会
専
務

理
事
の
新
井
卓
治
さ
ん
で
す
。

先輩研修生による体験報告

研修講座名 対象地域 概要

■地球環境基金助成事業の進捗状況の把握に関する研修講座

一般助成の継続2年目の団体を対象に、各団体の活動状況を報告するとともに、効果的な活動を行
うため外部の専門家等が助言等を行います。

全国地球環境基金助成団体活動報告会

研修講座名 対象地域 概要

■地域の環境NGO・NPO活動の推進に関する研修講座

環境保全活動に取り組むＮＧＯ・ＮＰＯが、地域において環境分野の課題解決に向けた取り組みを促進させ、
又は組織運営に係る知識、技術を習得することにより、活動推進力や組織運営力を向上させる講座です。

北海道、中部・北陸、
近畿、四国

環境NGO・NPO活動推進・組織運営講座

環境保全に取り組むＮＧＯ・ＮＰＯに、専門家を講師として派遣し、会計・労務・広報等について指導・
助言を行い、組織基盤の強化を図る講座です。

西日本環境NGO・NPOのための講師派遣
による組織運営講座

地域において環境保全活動に従事する者を対象に、環境保全に係る専門的知識・技術を習得する
ため、段階的にレベルアップが図れるよう年間を通じたあるいは連続した複数回の研修を行い、次
世代を担うリーダーを育成します。

関東・甲越、中国、
九州・沖縄

環境NGO・NPOレベルアップ研修

研修講座名 対象地域 概要

■環境保全戦略策定能力の向上に関する研修講座

環境政策の重点分野や環境アセスメントを戦略的に行うため、環境保全活動の現状と課題を整理し、最新の情
報を理解した上で今後の方向性について議論等を行い、環境NGO・NPOの専門性や技術力の向上を図ります。

全国環境保全戦略講座（地球温暖化防止、生物多様性保全、
循環型社会形成、環境教育、環境アセスメントの５分野）

環境分野の中から、時事的な環境問題を考慮した重点的なテーマについての講座を全国２ヵ所で開催。今年
度は「環境とエネルギー」をテーマに環境保全活動の現状と課題を整理し、最新の情報を理解し、共有した上
で、今後の方向性について議論等を行うことにより、各地域の環境NGO・NPOの活動の促進を図ります。

全国２カ所環境保全戦略講座
（重点分野：環境とエネルギー）

研修講座名 対象地域 概要

■国際協力の推進に関する研修講座

民間環境活動団体のスタッフ等を海外の開発途上地域の活動現場等に派遣し、開発途上国の環境
問題の現状などについて理解を深め、今後の環境保全活動に役立つ知識や技術を習得します。

開発途上国海外派遣研修

マレーシア

地球環境基金では振興事業の一つとして、環境保全活動に取り組むNGO・NPOを対象に、様々な研修活動を実施しています。
平成24年度は次の16講座を実施します。詳しい内容は、ホームページをご覧ください。　http://www.erca.go.jp/jfge/



平成24年1月から6月末日現在までに322件、総額1,433万5,216円のご支援をいただきました。ありがとうご ざいました。

15 14

同一金融機関でのお振込みについては、取り扱い窓口で
お申し出ください。

①独立行政法人環境再生保全機構は、特定公益増進法人に指定
されており、税制上の優遇措置を受けることができます。
②ゆうちょ銀行以外の銀行からお振込みいただく場合には、領収
書が発行できません。領収書の発行を希望される方は、お手数で
すが、地球環境基金部基金管理課（TEL：044-520-9606）へご
連絡ください。

※この他にも、クレジットカードを利用した寄付や、楽天銀行を利
用した寄付が可能です。詳しくはウェブサイトをご覧ください。
地球環境基金の情報館　http://www.erca.go.jp/jfge/

■ご寄付口座のご案内　　「地球環境基金」へのご寄付は、下記口座より受け付けております。お振込みの手数料は無料です。

銀行名／支店名 口座番号 口座名称

ゆうちょ銀行 00190-0-664214 地球環境基金

新生銀行／本店 普通預金 0789699

独立行政法人
環境再生保全機構
地球環境基金

三井住友銀行／東京公務部 普通預金 3013615

三菱東京UFJ 銀行／本店 普通預金 7637448

みずほコーポレート銀行／本店 普通預金 2413416

りそな銀行／赤坂支店 普通預金 1023850

アンケートは、このページのアンケートはがき、およびホームページ「地球環
境基金の情報館」のアンケートページ（http://www.erca.go.jp/jfge/
info/publicity/tayori/form.html）において受け付けております。皆様の
ご意見・ご要望をお聞かせください。

アンケートにお答えいただいた方の中
から抽選で、地球環境基金オリジナル・
エコランチトートバッグをプレゼント
（応募締切：2013年２月末）。当選者の
発表は、地球環境基金のホームページ
上で行う予定です。

■「地球環境基金便り33号」読者アンケートにご協力ください
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Ｔ
Ｃ
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ン
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式
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社
ア
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セ
ル

浅
香
工
業
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式
会
社
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式
会
社
朝
日
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
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ル
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プ
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式
会
社
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ー
・
エ
ス
・
コ
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ポ
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シ
ョ
ン
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式
会
社
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Ｃ
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ビ
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ー
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株
式
会
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忠
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ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
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株
式
会
社

有
限
会
社
イ
ン
タ
ー
リ
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ク
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式
会
社
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田
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行 

九
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店

株
式
会
社
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ラ
ン
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エ
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・
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・
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イ
株
式
会
社

Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
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ョ
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ズ
株
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ロ
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ト
部
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式
会
社
エ
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ー
ブ

株
式
会
社
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ー
ク
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ン
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ー
ケ
テ
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ン
グ

奥
野
製
薬
工
業
株
式
会
社 

東
京
支
店

キ
ヨ
タ
株
式
会
社

株
式
会
社
サ
イ
バ
ー
ガ
ジ
ェ
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ト

株
式
会
社
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ェ
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ー
ル
西
日
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Ｊ
Ｎ
Ｃ
株
式
会
社

ジ
ェ
イ
チ
ャ
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イ
シ
カ
ワ
ジ
ュ
ン
イ
チ

株
式
会
社
ジ
ェ
フ
グ
ル
メ
カ
ー
ド

株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
ク
リ
エ
イ
ト

SU
I IN
TER

N
A
TIO
N
A
L

株
式
会
社

世
田
谷
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト

双
日
エ
ア
ロ
ス
ペ
ー
ス
株
式
会
社

株
式
会
社
そ
ご
う
・
西
武

有
限
会
社
第
一
環
境

株
式
会
社
橘
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ

株
式
会
社
ち
ょ
び
リ
ッ
チ

株
式
会
社
ト
ー
カ
イ

ト
ー
タ
リ
ゼ
ー
タ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社 

園
田
分
室

ネ
ッ
ト
オ
フ
株
式
会
社

フ
ァ
ミ
マ
ク
レ
ジ
ッ
ト
株
式
会
社

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト 

美
濃
上
条
店

株
式
会
社
富
士
通
エ
フ
サ
ス

株
式
会
社
富
士
通
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

株
式
会
社
富
士
通
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ 

秋
葉
原
事
業
所

株
式
会
社
富
士
通
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

株
式
会
社
富
士
通
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
オ
フ
ィ
ス
サ
ー
ビ
ス

ブ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

株
式
会
社
プ
レ
ミ
ア
シ
ス
テ
ム
サ
ポ
ー
ト

株
式
会
社
プ
レ
ミ
ア
バ
ン
ク

三
井
住
友
カ
ー
ド
株
式
会
社 

東
京
法
人
営
業
部

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
ニ
コ
ス
株
式
会
社 

Ｃ
Ｒ
Ｍ
推
進
部 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
推
進
グ
ル
ー
プ

小
川
村
役
場 

住
民
福
祉
課

川
崎
町
役
場 

町
民
生
活
課

川
場
村
役
場

環
境
省 

募
金
箱

京
都
府 

山
城
北
保
健
所 

環
境
室

熊
谷
市
役
所 

環
境
部 

環
境
政
策
課

小
平
市 

ご
み
減
量
推
進
実
行
委
員
会

佐
賀
市
役
所 

環
境
課

篠
山
市
役
所 

環
境
課

佐
世
保
市
役
所 

吉
井
行
政
セ
ン
タ
ー

山
陽
小
野
田
市
役
所 

市
民
生
活
部
環
境
課

滋
賀
県 

甲
賀
環
境
事
務
所

千
葉
市 

中
央
区
役
所 

地
域
振
興
課

東
温
市
役
所 

市
民
福
祉
部 

市
民
環
境
課

豊
田
市 

環
境
部 

環
境
政
策
課

御
嵩
町
役
場 

総
務
部 

ま
ち
づ
く
り
課

南
大
隅
町
役
場 

総
務
課

南
房
総
市
役
所 

建
設
環
境
部 

環
境
保
全
課

山
辺
町
役
場 

住
民
課

Ｎ
Ｔ
Ｔ
全
国
Ｏ
Ｂ
会 

電
友
会 

五
ツ
橋
ク
ラ
ブ
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル

一
般
社
団
法
人
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議
（
Ｅ
Ｐ
Ｃ
）

独
立
行
政
法
人
国
立
環
境
研
究
所 

社
会
環
境
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン

タ
ー 

環
境
経
済
政
策
研
究
室

五
洋
建
設
株
式
会
社 

大
阪
支
店 

労
務
安
全
協
議
会

東
京
農
業
大
学
生
活
協
同
組
合 

本
部

仲
良
し
会

な
り
た
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

一
般
社
団
法
人
日
本
生
花
通
信
配
達
協
会

社
団
法
人
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
協
会

プ
レ
ミ
ア
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ー
ビ
シ
ー
ズ
リ
ミ
テ
ッ
ド

公
益
財
団
法
人
山
形
美
術
館 

募
金
箱

リ
サ
イ
ク
ル
汽
車
ポ
ッ
ポ

り
ぶ
ら
サ
ポ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

＊
こ
の
リ
ス
ト
は
、地
球
環
境
基
金
へ
の
振
込
通
知
書
等
に
記
載
さ
れ
た
名
称・氏
名

に
基
づ
き
作
成
し
て
お
り
ま
す
の
で
、個
人
お
よ
び
企
業
・
団
体
等
の
区
別
に
つ
き

ま
し
て
必
ず
し
も
正
確
で
は
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、紙
面
の
都
合
に
よ

り
、ご
寄
付・ご
支
援
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
方
々
の
お
名
前
を
掲
載
で
き
な
い
場
合

も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

企
業

国
・
地
方
公
共
団
体

そ
の
他

石
井
宏
作

伊
藤
博
法

上
岡
秀
也

大
坪　

誠

岡
野
香
代
子
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地球環境基金をご支援くださった方々
地球環境基金に、平成24年1月から6月末までにご寄付・ご支援くださった方々は下記のリストの
とおりです。個人や企業・団体としてご協力いただいた方はもちろん、様々なイベントを通じて募金
活動にご参加・ご協力いただいた大勢の方々に深く御礼申し上げます。
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・お名前をホームページやニュースレター等でご紹介します。
・一定額以上のご寄付をいただいた方には感謝状を贈呈します。

■ご寄付いただいた皆さまに

〈
感
謝
状
贈
呈
要
件
〉

法人は50万円以上または累積100万円、
個人は20万円以上または累積50万円以上のご寄付

ほし

法人は累積10万円、
個人は累積5万円以上のご寄付

みどり

「ほし」が２回以上のご寄付ちきゅう

法人は累積50万円、
個人は累積20万円以上のご寄付

そら

　ダストブロワー（電化製品などのほこり飛ばしスプレー缶）に
は代替フロンタイプとノンフロンタイプがあります。ノンフロン
タイプが幅広く認知され市場に出ておりますが、未だ地球温暖
化への影響がCO2の数百～数千倍とも言われている代替フロ
ンタイプが残っております。エヌ・ケイ・ケイ株式会社では、ノン
フロンのダストブロワーを開
発・製品化し、温室効果ガス
排出削減に寄与していま
す。その製品である『クリー
ンスコール』について、売上
の一部を地球環境基金にご
寄付いただいています。

そら感謝状 エヌ・ケイ・ケイ株式会社

　イーパートナーズ株式会社のeco事業部では、バイオの力
で生ゴミやペットのフン処理ができる「ニューサム」を販売して
おります。「ニューサム」はメンテナンスも簡単で手間がかから
ないため、長く使えば使うほど、地球環境にもお客様にも優し
いロボットです。そのような
環境保全に積極的に取り組
む同社では、地球環境基金
の募金箱とパンフレットを設
置していただいており、募金
活動へご協力をいただいて
おります。

みどり感謝状 イーパートナーズ株式会社

■感謝状贈呈者の活動


